












Change of Colony in the Upper Reaches of the Abukuma River 
from the Middle to the Late Jomon Period：
From the Excavation Survey of the Shibahara A Site and the Koshitawa Site 
































































式が設定されていた［山内 1937］。このうち中期後半から末葉については，大木 9 式・10 式が相当
する。しかし，大木 9 式と大木 10 式の間には，施文方法などに大きな相違があり，この間を埋め
る土器型式が求められていた。そこで丹羽茂は，伊東信雄により大木 10 式として認定されていた
土器［伊東 1957］に着目して，山内大木 10 式を大木 10 式新相とし，大木 9 式との間に大木 10 式
















ある［早瀬・菅野・須藤 2006］。しかしこれらは，大木 9 式とされている土器である。
ところが近年，大規模発掘調査の進展により資料が急増するとともに，山内清男の設定した標準
資料に対比することの困難な土器群が知られるようになった［柳沢 1980 など・福島 1987］。また縄
文時代後期前半期の東北地方南部を対象にして，馬目順一により関東地方の称名寺式に相当する綱













ファベット文様施された土器である。丹羽編年の大木 9 式新相と 10 式古相と関連する土器である。
大木 9 式新相では楕円文と逆Ｕ字文で縦方向に文様が展開するのに対して，大木 10 式では横方向
のアルファベット文が展開するという特徴が指摘されている［丹羽 1989］。あるいは体部文様が下
端で切れるのを大木 10 式，切れないのを 9 式とする鈴鹿良一の区分案がある［鈴鹿 1986］。しかし
鈴鹿の案では施紋技法，器形，土器構成などを合せてみれば，大木 9 式と 10 式を区分する基準と















に，加曽利Ｅ 4 式の文様要素を合わせて出現した地方色の強い土器である。福島が大木 10 式新相
期には，阿武隈川上流域には別型式が存在しているとし，牛蛭式を提案した土器群に相当する［福

























































木 10 式までの土器編年表（図 11）を提示している［相原 2005］。そこに示された土器群は，阿武
隈川上流域の土器群と共通する部分もあるが，むしろ差異が顕著である。とくに大木 9 式諸段階と





上の時間軸としておく。春田Ⅱ式（丹羽編年大木 9 式新相平行），びわ首沢式（越田和 1 群土器　
大木 10 式古相平行），牛蛭式（越田和 2 群土器　大木 10 式新相と称名寺式平行），堀之内 1 式古相
（越田和 3 群土器），堀之内 1 式新相である。
近年の炭素年代測定によれば，大木 9 式から堀之内 1 式にかけての絶対年代は，次のような測定
結果が提出されている。大木 9 式新段階期が BC2,620-2,490 年，あるいは BC2,670-2,470 年［藤根・
佐々木 2005］。称名寺式は 2,470-2,300cal ＢＣ年，堀之内 1 式は 2,290-2,030cal ＢＣ年，堀之内 2 式
は 2,030-1,870cal ＢＣである［小林 2006］。大木 9 式新相の開始から堀之内 1 式期の終了までは，最
























































































































































































堀之内 1 式期の竪穴住居では，4 本主柱ではなく，壁際に 7 本前後の柱が配置されるようになる。
壁溝と重なる位置である。主柱構造から壁建構造への継続的な変化である。石囲炉は，床面の中央

















































































［飯野町教育委員会 2003］。阿武隈川上流域の掘立柱建物は，堀之内 1 式期から顕著になる。
三春ダム関連の遺跡調査では，越田和遺跡で 5 棟の掘立柱建物跡を検出している。これ以外に柱
穴も多数検出している。柱穴を結ぶ直線が長方形となる桁行 1 間，梁行 1 間の建物跡が 3 棟，桁行
2 間梁行 1 間が 1 棟，桁行 2 間梁行 1 間で梁行側に棟持柱に相当する柱穴がある長方形の建物 1 棟
である。柱穴は円柱形で，おおよそ直径 0.3 ～ 0.4 ｍ，深さ 0.2 ～ 0.5 ｍ程度である。
桁行 2 間梁行 2 間の 1 号掘立柱建物跡では，床面中央に細長く，長さ 2 ｍ，幅 1 ｍの不正形の焼
土面がある。6 角形柱配置の 5 号掘立柱建物跡では床面に焼土面が 2 箇所あり，桁行 1 間梁行 1 間













































































































屋内の土器埋設遺構も，越田和遺跡のびわ首沢式期の竪穴住居跡 11 軒や春田遺跡の 7 軒でも，
















いた可能性のある遺構は，仲平遺跡 3 次 3 号竪穴住居跡が，この地域では古い例である。びわ首沢
式期である。




















































坑は，0.8 ｍ程度の矩形で，深さは 0.4 ｍ程度である。崖側の三方を板材で保護し，貯水部との境


































飯野町（現福島市）和台遺跡 2 号住居跡からは，炭化クリがビニール袋にして 7 袋が出土してい
る［八巻 1977］。これについては，竪穴住居の屋根裏空間を利用した貯蔵が想定されている。さら






































































北側は丘陵，南側は蛇石川の氾濫原である。おおよそ南北 110 ｍ，東西 140 ｍの範囲に集落が形成
されていた。北側の丘陵谷部を扇の要として，南に開く小さな扇状地である。北端の標高は 313 ｍ，






















掘立柱建物跡 5 軒，敷石住居跡 6 軒，土坑 97 基，焼土面 5 基，屋外囲 2 基，土器棺墓 8 基，配石
墓 8 基，水場遺構 3 基，石列・集石など，それに遺物包含層などである。つぎに土器型式期別に遺
構をまとめてみる。










11・13・14 号の竪穴住居跡，これよりやや離れて 12 号竪穴がある。この一群と対応するように凹
地の西端に 17・22 号の 2 軒がある。東部では 11・41 号，13・14 号､ 17・21 号が 2 軒ないし 3 軒
をまとまりにしている傾向がある。西部では，丘陵裾近くに 42 号と 39 号の 2 軒が点在し，他の竪




























る。この 14 軒は，同時に存在していたのではない。4 群のなかにも，核となる住居があって，そ
こから分離した居住者や新たに近い関係を結んだ居住者が想定されよう。これら 4 群の住居群の要
の位置にあったのは，39 号住居の居住者であろう。
4 群の竪穴住居群で同時に機能していた竪穴住居を 2 ～ 3 軒と仮定して，2 節の説明から，竪穴
住居の居住者を男女一組の成人あるいは 2･3 人の同性成人とすれば，この時期の成人数は，最小































































竪穴住居群は，大きく 3 群に分かれて造られていた。東群は，5 号掘立柱建物跡を境に東側に
15・18・19・20・21・23 号の竪穴住居跡 6 軒があり，これを取り巻くように 5 ～ 8 号の土器棺墓
や土坑がある。また西側には，西群の 16・24・27・31・33・34・35 号の 7 軒の竪穴住居跡があり，







36・37・38・40 号の 5 軒の竪穴住居跡であり，3・11 号の土器棺墓や土坑がある。集落と土坑 ･ 土
器棺墓の集中と分布らみれば，びわ首沢式期を継承して，ほぼ同じ位置に造られている。水場遺構
も重複していた。
びわ首沢式と重複する竪穴住居跡は，30 号と 21・31 号と 39 号の 2 例である。下層遺構である






各竪穴住居跡の直径は，31 号竪穴住居跡が直径 5.6 ｍで最大，36 号竪穴住居跡が 3.7 ｍで最小で
ある。多くは 5 ｍ前後に集中している。格差は比較的少ない。また小型の竪穴住居では，主柱穴が
設けられなくなる。36 号のような小型竪穴住居跡は，これ 1 軒のみであった。
土器棺墓は住居と無関係に造られたのではないらしい。特定の竪穴住居の周辺に集中する傾向が
みられる。31 号竪穴住居跡の周辺には，これを取り巻くように 4 基が配置されている。また 18・































推定人口は，検出された竪穴住居群 19 軒＋掘建柱建物 1 棟のうち，3 群，各竪穴住居 3 軒程度
が同時に機能していたと仮定すれば，竪穴住居の居住者を男女一組の成人あるいは 2･3 人の同性成
人として，この時期の越田和遺跡は最小 18 人，最大 27 人となる。いずれにしても成人数 20 ±α
人程度となる。びわ首沢式期とは，ほぼ同様な想定人口数である。
堀之内 1式期（古相）　竪穴住居跡 1 軒，敷石住居跡 6 軒，掘立柱建物跡 3 棟，土器棺墓 5 基，





ると，遺跡北部中央に 5 号敷石住居跡，6 号掘立柱建物跡，それに 4・6・9 号の配石墓があり，こ
の南西部には 1・3 号掘立柱建物跡，3・4 号敷石住居跡，7･8 号配石墓がある。
時期差のある重複例は，33 号竪穴住居跡（牛蛭式期）と 1 号掘立柱建物跡（堀之内 1 式期），31
号竪穴住居跡（牛蛭式期）と 4 号敷石住居跡（堀之内 1 式期）がある。いずれも古い竪穴住居跡と
新しい遺構の間には，黒褐色土が介在している。下層の竪穴住居が廃棄され，上層の遺構が構築さ
れるまでに自然堆積により形成された土砂であり，断絶する期間があったことを示している。
5 号敷石住居跡の基盤層には，びわ首沢式～堀之内 1 式の遺物包含層が形成されていた。また敷
石上からは，三十稲場式の土器が出土している。堀之内 1 式期古相でも，最も新しい時期である。
他の敷石住居跡は，1・2・3 号は，堀之内 1 式期の遺物が含まれる土層を上面としていた。
掘立柱建物跡のうち 1 号掘立柱建物跡は，堀之内 1 式期の遺物包含層に覆われていたことから，
同時期内かこれよりも古い遺構である。2・6 号掘立柱建物跡は，堀之内 1 式期の遺物包含層を検
出面としている。この上には，堀之内 1 式期以降に形成された無遺物層が覆っていた。堀之内 1 式
期のなかで造られた遺構であろう。
南部の遺構では，6 号敷石住居跡 14 号配石墓が重複して，6 号敷石住居跡の方が古い。また 6 号
敷石住居跡の埋設土器と 29 号竪穴住居跡から出土した土器片と接合した。6 号敷石住居跡の埋設
土器は，これが住居にともなう根拠は明確ではないが，それを否定することも難しい。少なくとも，



















この時期に特徴的な遺構は，配石墓である。1 号敷石住居跡に近接して 1・2・3 号，29 号竪穴住
居跡と 6 号敷石住居跡に近接して，5・14 号，2 号敷石住居跡では 7・8 号，5 号敷石住居跡と 6 号，
やや離れて 4 号である。3 群の居住施設に対して 9 基の配石墓が造られている。集落を構成した住
居群とそれに対応する居住者の墓である。配石墓は数も少なく，造りも丁寧である。被葬者は各住
居群のなかから選別された人々であろう。配石墓の被葬者は各住居群の「長」と推定することが可
能であろう。3 住居群，2 ～ 3 世代にわたる集落であろうか。
このように想定して，堀之内 1 式古相期の越田和遺跡で，同時に機能した住居が数軒程度とすれ























いない。静水状況で堆積した砂層である。砂層の厚さは，30 ～ 40cm 前後である。この砂層を除
去して，縄文時代後期前半の集落地表面を検出した。当時の集落地表面である。集落の西端からは，
砂層を除去する過程で，堀之内 1 式新相の深鉢が旧地表面上に横転した状況で出土した。2 号敷石
住居跡の埋設土器も同時期である。柴原Ａ遺跡が砂層に覆われたのは，堀之内 1 式新相期である。
遺構配置　検出した主要遺構は，つぎのとおりである。敷石住居跡 8 軒，竪穴住居跡 2 軒，配石















広場の東縁辺には，2 号敷石から 1 号敷石住居跡北辺に 1 ～ 3 号の敷石住居跡とこれを結ぶ列石
遺構があった。2 号敷石住居跡の連結部から，東に 1 号列石が一列に延びていた。そして広場から
一段高くなった場所で，弓状に延びる点在する帯状の 2 号列石が 1 号敷石住居跡に向かって造られ
ていた。1 号敷石住居跡からも，湾曲する 3 号石列が広場を縁取りって南に延びていた。この石列
の先端には，石がまとまっていた。一方，広場の西端に石列は造られていなかった。
東部の配石墓は，2 号敷石住居跡後円部の東側で 2 号石列の北側に集石群 1，4 号敷石住居跡の
後円部西側に集石群 2 が形成されていた。1 号集石群は，6 基の配石墓で構成されている。環状の
石列とした配石墓で，6 号集石遺構では，内部に小石を敷いていた。2 号集石群は，17 基の配石墓
で構成されている。円形や楕円形に縁取られた石列を基調として，内部にも平石を敷いた例もある。
群集する形態で，墓の軸線は一定していない。














































に前方部を向け，7・8 号敷石住居跡南東部に前方部を向けて並んでいる。これらより離れて 7 号
敷石住居跡の北側に，6 号敷石住居跡が東南東に前方部を向けて位置している。5・6 号は小型の敷
石住居跡である。西部の遺構には，広場や石列は配置されていない。
配石墓群は，8 号敷石住居跡に接して西側に 3 号集石群，これよりやや離れた西端に 4 号集石群
がある。3 号集石群は 9 基の配石墓で構成され，円形の縁石を巡らすものが 1 基以外は，円形縁石






























の 5 軒である。円形部がこれより小さな敷石住居跡は，3・5・6 号の 3 軒である。住居の規模に大
小があっても，住居 1 軒当たりの成人居住数は 2・3 名程度と想定すれば，集落の成人は，最小 16











相対年代と絶対年代　小論で対象とした集落は，春田Ⅱ式から堀之内 1 式までの 4 型式期にわ
たっている。これまで，各遺構や遺跡の相対的な前後関係は把握されていたが，実際の時間幅は不
明であった。それが近年の炭素年代測定の普及により，理科学との時間軸として絶対年代による具
体的な時間幅が想定されるようになった。この間は，長くて 600 年，短くて 500 年程度である。具
体的な時間幅が把握できるようになると，遺構の解釈も大きく変更しなければならなくなる。















































を検出した時に出土した約 400 箱の遺物は，大半が堀之内 1 式の土器であり，その多くが堀之内 1
式でも前半である。地表面に廃棄された土器が継続して堆積した結果であろう。
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Change of Colony in the Upper Reaches of the Abukuma River from the Middle 
to the Late Jomon Period ： From the Excavation Survey of the Shibahara A 
Site and the Koshitawa Site in Miharu-machi, Fukushima Prefecture
FUKUSHIMA Masayoshi
The central facilities of a colony in the last years of the middle Jomon period were house-pits hav-
ing multiple hearths. The other facilities which were found are only water place constructions and 
earthenware coffin tombs. The landscape had fewer variations. At the beginning of the late period, 
house-pits of four main pillars having stone enclosure hearths were constructed and outdoor earthen-
ware coffin tombs increased. Dug-standing pillar buildings were also accepted. Subsequently, in the 
first half of the late period, dug-standing buildings increased, and mirror-handled shaped dwellings 
paved with stones and tombs with arranged stones were also introduced. Furthermore, in the second 
half of the late period, at the new stage of Shibahara A site, it changed to a colony having flat land type 
dwellings paved with stones, open fields, stone columns, groups of tombs with arranged stones and 
soil burning surfaces. 
It was said that multiple hearths were widely distributed in the Tohoku region, but as far the 
Uehara type is concerned, it was a hearth specific to the area from the upper reaches of the Abukuma 
River to the upper reaches of the Mogami River and the reaches of the Aka River. Four-pillar house 
pits having stone enclosure hearths were distributed only in the upper reaches of the Abukuma River. 
Concerning dwellings paved with stones, flat land type dwellings paved with stones having enlarged 
mirror handles were also distributed mainly in the upper reaches of the Abukuma River. Earthen-
wares decorated with aggregated incised-lines having local characteristics were made. The upper 
reaches of the Abukuma River were the passage connecting the coastal area of Sendai Bay and the 
Kanto Plain, and they created a unique lifestyle different from that in the northern and southern areas 
at this time. 
Key words: Jomon colony, multiple hearths, dwelling paved with stones, Shibahara A site, Koshitawa 
site 
